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全国的に暖かい空気に覆われやすいため、
向こう３か月の気温は高いでしょう。
沖縄・奄美では、湿った空気の影響を受け
やすい時期があるため、向こう３か月の降
水量は、平年並か多いでしょう。

全般３か月予報

予報のポイント３か月の平均気温
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９月８月７月３か月
気温(%)

低 並 高低 並 高低 並 高低 並 高

20:30:5020:30:5010:30:6010:30:60北日本

20:30:5020:30:5010:30:6010:30:60東日本

20:30:5020:30:5020:30:5010:30:60西日本

20:30:5020:30:5020:40:4020:30:50沖縄・奄美 ３か月予報は、主に熱帯域のゆっくりとした海洋変動の
大気への影響に基づいています。
中高緯度の大気独自の変動（寒帯前線ジェット気流の蛇
行や北極振動等）は予測の不確実性が大きいため、予報
を検討する際にはこの点も考慮しています。



全般３か月予報

３か月の降水量
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９月８月７月３か月
降水量(%)

少 並 多少 並 多少 並 多少 並 多

30:30:4030:30:4040:30:3030:40:30北日本日本海側

30:30:4030:30:4040:30:3030:40:30北日本太平洋側

30:30:4030:30:4040:30:3030:40:30東日本日本海側

30:30:4030:30:4040:30:3030:40:30東日本太平洋側

30:30:4030:30:4040:30:3030:40:30西日本日本海側

30:30:4030:30:4040:30:3030:40:30西日本太平洋側

30:30:4030:30:4020:40:4020:40:40沖縄・奄美



出現の可能性が最も大きい天候

• ７月 北日本と東日本日本海側では、平年に比べ曇りや雨の日が少ない
でしょう。東日本太平洋側と西日本では、期間の前半は、平年に比べ曇
りや雨の日が少ないでしょう。期間の後半は、平年と同様に晴れの日が
多いでしょう。沖縄・奄美では、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

• ８月 北日本では、天気は数日の周期で変わるでしょう。東・西日本と
沖縄・奄美では、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。

• ９月 北・東日本と西日本日本海側では、天気は数日の周期で変わるで
しょう。西日本太平洋側と沖縄・奄美では、平年と同様に晴れの日が多
いでしょう。
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なお、７月の予報については、新しい資料による次回以降の１か月予報を適宜ご利用ください。



３か月（７～９月）の予報資料の解釈
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３か月（７～９月）の予報資料の解釈 海面水温
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海面水温 等値線: 2(˚C)ごと; 陰影: 平年差（℃）

監視指数の経過と予測

(b)
(a)

(c)

エルニーニョ／ラニーニャ現象の発生確率

• ６月10日発表のエルニーニョ監視速報では、

「エルニーニョ現象もラニーニャ現象も発生して
いない平常の状態となっている。今後、秋にか
けて平常の状態が続く可能性が高い（60％）。」

• 太平洋赤道域は、西部で正偏差①。中部から
東部にかけて負偏差②、インド洋熱帯域東部で
正偏差③。インド洋熱帯域西部で負偏差④、日
本海北部から日付変更線付近にかけて正偏差
⑤。

• “平常の状態”ではあるものの、西太平洋熱帯
域で正偏差。また、負のIOD的なインド洋の状

況が、循環場と天候に与える影響の評価が、予
報を考える上でのポイント。

(a)インド洋熱帯域 (b)西太平洋熱帯域 (c)ｴﾙﾆｰﾆｮ監視海域



３か月（７～９月）の予報資料の解釈 熱帯域の予測
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200hPa速度ポテンシャル
等値線: 2(106 m2/s)ごと、陰影: 平年差 (106 m2/s)

降水量
等値線: 2 (mm/day)ごと、陰影: 平年差 (mm/day)

• 降水量：海面水温分布に対応して、インド洋東
部からフィリピンの東方海上にかけて多雨偏差
①。一方、太平洋赤道域の日付変更線付近か
ら東部にかけて少雨偏差②。

• 200hPa速度ポテンシャル：対流活動に対応して、

インド洋東部からフィリピン付近にかけて上層
発散偏差①。一方、太平洋熱帯域の中部から
東部にかけて上層収束偏差②。



３か月（７～９月）の予報資料の解釈 熱帯域の予測
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200hPa流線関数
等値線: 16(106 m2/s)ごと、陰影: (106 m2/s) • 200hPa流線関数：熱帯域の対流活動の偏差に

対応して、チベット高気圧が北側で平年より強く、
ユーラシア大陸の中緯度帯で高気圧性循環偏
差①。一方、中部太平洋トラフが深く、北太平
洋の日付変更線から中部太平洋にかけての亜
熱帯域で低気圧性循環偏差②。偏西風は、平
年の位置より北を流れやすい。

• 850hPa流線関数：熱帯域の対流活動の偏差に

対応して、インド洋東部からインドネシア付近に
かけて低気圧性循環偏差①。フィリピンの東か
ら日付変更線付近にかけて高気圧性循環偏差
②。

850hPa流線関数
等値線: 5(106 m2/s)ごと、陰影: (106 m2/s)



３か月（７～９月）の予報資料の解釈 アジア域の予測
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850hPa流線関数平年差及び風ベクトル平年差
陰影: 850hPa流線関数 平年差 (106 m2/s) 、ベクトル: 850hPa風ベクトル平年差 (m/s)

降水量及びその平年差
等値線: 2 (mm/day)ごと、陰影: 平年差 (mm/day)

[m/s]

• 850hPa流線関数：対流活動の偏差と対応して、

インド洋東部からインドネシア付近にかけて、低
気圧性循環偏差①、太平洋熱帯域の西部では、
赤道を挟んで高気圧性循環偏差②の対となっ
ている。日本の南には相対的な低気圧性循環
③で、フィリピンの東で対流活動が活発なことに
対応。その北側の本州付近では、太平洋高気
圧に覆われやすい。

• 対流活動（降水量）：インド洋東部からフィリピ
ンの東にかけて多雨偏差①。華南から西日本
にかけて少雨偏差②。ただし、日本付近の降水
量の予測精度は低い。



３か月（７～９月）の予報資料の解釈 北半球の予測
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850hPa気温
等値線: 3(˚C)ごと、陰影: 平年差(˚C)

海面気圧
等値線: 4(hPa)ごと、陰影: 平年差(hPa)

500hPa高度
等値線: 60(m)ごと、陰影: 平年差 (m)

• 500hPa高度：北半球のほぼ全域で正偏差で、日本付近は正の高偏差確率50％

以上の領域①に覆われる。また、千島付近からアリューシャン付近にかけて帯
状に強い正偏差②。

• 850hPa気温：北半球のほぼ全域で正偏差で、日本付近でも正偏差域①に覆わ
れる。また、500hPa高度の偏差に対応して、カムチャツカ半島付近で強い正偏
差②。

• 海面気圧：日本の南東で正偏差①で、太平洋高気圧が平年に比べ強い一方、
沖縄・奄美付近では負偏差②。このため、本州付近では太平洋高気圧に覆わ
れやすい。一方、沖縄・奄美付近を中心に、湿った空気や熱帯じょう乱の影響を
受ける時期がある。



３か月（７～９月）の予報資料の解釈 まとめ
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中緯度層厚換算温度 +0.7℃程度（北半球全体は+０.8℃）
＝＞地球温暖化等で全球的に高温傾向

気圧配置（地表・対流圏下層）
エルニーニョ/ラニーニャ現象は中立であるものの、海面水温は、太平洋熱帯域の西部（西

太平洋熱帯域）では高い状態が続く。このため、熱帯の対流活動はインド洋東部からフィリ
ピンの東方海上にかけて活発。上空を流れる偏西風は、平年より北を流れやすい。
このため、日本付近は暖かい空気に覆われやすい。
チベット高気圧や太平洋高気圧は、平年に比べ北への張り出しが強い見込み。

3か月の予報
気温は、全国で高温。
降水量は、北・東・西日本は、ほぼ平年並、沖縄・奄美は平年並か多い。



３か月（７～９月）の予想される海洋と大気の特徴
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地球温暖化の影響等により、全球で大気
全体の温度が高いでしょう。
海面水温は、太平洋赤道域の中部では低
い一方、インド洋東部からフィリピンの
東方海上にかけて高いでしょう。
このため、積乱雲の発生は、インド洋東
部からフィリピンの東方海上にかけて多
く、太平洋中部の熱帯域では少ないで
しょう。
これらの影響により、上空の偏西風は、
平年より北寄りの位置を流れ、チベット
高気圧は、北への張り出しが平年より強
いでしょう。また、太平洋高気圧は、北
への張り出しが平年より強いでしょう。
このため、全国的に暖かい空気に覆われ
やすいでしょう。また、沖縄・奄美では
湿った空気などの影響を受ける時期があ
る見込みです。



７月の予報資料の解釈
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７月の予報資料の解釈 海面水温
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海面水温 等値線: 2(˚C)ごと; 陰影: 平年差（℃）
• ３か月平均と偏差のパターンはほぼ同じ。



７月の予報資料の解釈 熱帯域の予測
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200hPa速度ポテンシャル
等値線: 2(106 m2/s)ごと、陰影: 平年差 (106 m2/s) • 200hPa速度ポテンシャル：海面水温分布に対

応して、インド洋東部からフィリピン付近にかけ
て上層発散偏差①。太平洋赤道域の東部を中
心に上層収束偏差②。

• 200hPa流線関数：チベット高気圧は、北側で平

年より強く、ユーラシア大陸の中緯度帯から日
本の北にかけて高気圧性循環偏差①。一方、
中部太平洋トラフが深く、北太平洋の日付変更
線付近から中部太平洋にかけての亜熱帯域を
中心に低気圧性循環偏差②。日本付近の偏西
風は平年の位置より北を流れやすいほか、弱
い傾向。

200hPa流線関数
等値線: 16(106 m2/s)ごと、陰影: (106 m2/s)



７月の予報資料の解釈 アジア域の予測
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850hPa流線関数平年差及び風ベクトル平年差
陰影: 850hPa流線関数 平年差 (106 m2/s) 、ベクトル: 850hPa風ベクトル平年差 (m/s)

降水量及びその平年差
等値線: 2 (mm/day)ごと、陰影: 平年差 (mm/day)

[m/s]

• 850hPa流線関数：インド洋東部からインドネシ

ア付近にかけて、低気圧性循環偏差①、太平
洋熱帯域の西部では、赤道を挟んで高気圧性
循環偏差②の対となっている。日本の南には相
対的な低気圧性循環③で、フィリピンの東で対
流活動が活発なことに対応。その北側の本州
付近では、太平洋高気圧に覆われやすい。

• 対流活動（降水量）：インド洋東部からインドシ
ナ半島付近にかけて多雨偏差①、フィリピンの
東を中心に多雨偏差②。一方、北・東・西日本
では、少雨偏差③。これはフィリピンの東の対
流活発に起因し、沖縄・奄美付近では、湿った
空気や熱帯じょう乱の影響を受ける時期がある。
一方、本州付近では、前半を中心に太平洋高
気圧に覆われやすい。



７月の予報資料の解釈 北半球の予測
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850hPa気温
等値線: 3(˚C)ごと、陰影: 平年差(˚C)

海面気圧
等値線: 4(hPa)ごと、陰影: 平年差(hPa)

500hPa高度
等値線: 60(m)ごと、陰影: 平年差 (m)

• 500hPa高度は、北半球のほぼ全域で正偏差で、日本付近は正偏差①。特に、

千島近海からアリューシャン近海付近で正偏差②が強い。また、偏西風は平年
より北に位置しやすい。

• 850hPa気温は、北半球のほぼ全域に正偏差で、特に千島近海付近で正偏差
①が強い。

• 海面気圧は、本州付近で正偏差①で、太平洋高気圧の北への張り出しが強い
一方、沖縄・奄美付近では負偏差②。このため、本州付近を中心に、太平洋高
気圧に覆われやすい。一方、沖縄・奄美では、湿った空気や熱帯じょう乱の影
響を受ける時期がある。



８月の予報資料の解釈
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８月の予報資料の解釈 海面水温
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海面水温 等値線: 2(˚C)ごと; 陰影: 平年差（℃）
• ３か月平均と偏差のパターンはほぼ同じ。



８月の予報資料の解釈 熱帯域の予測
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m2/s)

200hPa速度ポテンシャル
等値線: 2(106 m2/s)ごと、陰影: 平年差 (106

m2/s)
• 200hPa速度ポテンシャル：海面水温分布に対

応して、インド洋東部からフィリピン付近で上層
発散偏差①。太平洋赤道域の東部を中心に上
層収束偏差②。

• 200hPa流線関数：チベット高気圧は、北側で平

年より強く、ユーラシア大陸の中緯度帯から日
本の北にかけて高気圧性循環偏差①。一方、
中部太平洋トラフが深く、北太平洋の日付変更
線付近から中部太平洋にかけての亜熱帯域を
中心に低気圧性循環偏差②。日本付近の偏西
風は平年の位置より北を流れやすいほか、弱
い傾向。

200hPa速度ポテンシャル
等値線: 2(106 m2/s)ごと、陰影: 平年差 (106 m2/s)

200hPa流線関数
等値線: 16(106 m2/s)ごと、陰影: (106 m2/s)



８月の予報資料の解釈 アジア域の予測
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850hPa流線関数平年差及び風ベクトル平年差
陰影: 850hPa流線関数 平年差 (106 m2/s) 、ベクトル: 850hPa風ベクトル平年差 (m/s)

降水量及びその平年差
等値線: 2 (mm/day)ごと、陰影: 平年差 (mm/day)

[m/s]

• 850hPa流線関数：インド洋東部からインドネシ

ア付近にかけて、低気圧性循環偏差①、太平
洋熱帯域の西部では、赤道を挟んで高気圧性
循環偏差②の対となっている。日本の南には相
対的な低気圧性循環③で、フィリピンの東で対
流活動が活発なことに対応。その北側の本州
付近では、太平洋高気圧に覆われやすい。

• 対流活動（降水量）：インド洋熱帯域からインド
ネシア付近にかけて多雨偏差①で、フィリピン
の東でも多雨偏差②。日本付近は、太平洋高
気圧の縁を回る湿った空気が流入しやすい時
期がある。



８月の予報資料の解釈 北半球の予測
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850hPa気温
等値線: 3(˚C)ごと、陰影: 平年差(˚C)

海面気圧
等値線: 4(hPa)ごと、陰影: 平年差(hPa)

500hPa高度
等値線: 60(m)ごと、陰影: 平年差 (m)

• 500hPa高度は、北半球のほぼ全域で正偏差で、日本付近は正偏差①

• 850hPa気温は、北半球のほぼ全域に正偏差で、サハリン付近で正偏差①が強
い。

• 海面気圧は、本州付近は正偏差①で、特に本州付近を中心に、太平洋高気
圧に覆われやすいが、湿った空気が流入しやすい時期がある。



９月の予報資料の解釈
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９月の予報資料の解釈 海面水温
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海面水温 等値線: 2(˚C)ごと; 陰影: 平年差（℃）
• ３か月平均と偏差のパターンはほぼ同じ



９月の予報資料の解釈 熱帯域の予測
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m2/s)

200hPa速度ポテンシャル
等値線: 2(106 m2/s)ごと、陰影: 平年差 (106

m2/s)
• 200hPa速度ポテンシャル：海面水温分布に対

応して、インド洋東部からフィリピン付近にかけ
て上層発散偏差①。太平洋赤道域の東部を中
心に上層収束偏差②。

• 200hPa流線関数：チベット高気圧がその北側で

平年より強く、ユーラシア大陸の中緯度帯から
日本の北にかけて高気圧性循環偏差①。一方、
中部太平洋トラフが深く、北太平洋の日付変更
線付近から中部太平洋にかけての亜熱帯域を
中心に低気圧性循環偏差②。日本付近の偏西
風は平年の位置より北を流れやすいほか、弱
い傾向。

200hPa速度ポテンシャル
等値線: 2(106 m2/s)ごと、陰影: 平年差 (106 m2/s)

200hPa流線関数
等値線: 16(106 m2/s)ごと、陰影: (106 m2/s)



９月の予報資料の解釈 アジア域の予測
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850hPa流線関数平年差及び風ベクトル平年差
陰影: 850hPa流線関数 平年差 (106 m2/s) 、ベクトル: 850hPa風ベクトル平年差 (m/s)

降水量及びその平年差
等値線: 2 (mm/day)ごと、陰影: 平年差 (mm/day)

[m/s]

• 850hPa流線関数：日本の南東を中心に高気圧

性循環偏差①。日本付近は、太平洋高気圧の
縁を回る湿った空気が流入しやすい時期があ
る。

• 対流活動（降水量）：インド洋熱帯域東部から
フィリピン付近で多雨偏差①、フィリピンの東で
多雨偏差②。本州付近も多雨偏差③。ただし、
日本付近の降水量の予測精度は低いため、本
州付近の多雨は割り引く。



９月の予報資料の解釈 北半球の予測

850hPa気温
等値線: 3(˚C)ごと、陰影: 平年差(˚C)

海面気圧
等値線: 4(hPa)ごと、陰影: 平年差(hPa)

500hPa高度
等値線: 60(m)ごと、陰影: 平年差 (m)

• 500hPa高度は、北半球のほぼ全域で正偏差で、日本付近も正偏差①

• 850hPa気温は、北半球のほぼ全域に正偏差で、カムチャツカ半島付近で正偏
差①が強い。

• 海面気圧は、日本付近は正偏差①で、太平洋高気圧が平年に比べ強い。この
ため、本州付近を中心に、太平洋高気圧に覆われやすいが、湿った空気が流
入しやすい時期がある。
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実況
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6月(20日まで)の天候経過
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●全国的にかなりの高温
暖かい空気に覆われやすく、上旬後半か
ら中旬にかけて高温が続いた。特に中旬
後半は顕著な高温となった。

●北日本と沖縄・奄美で少雨、東・西日
本で多雨
北日本と沖縄・奄美では、低気圧や前
線の影響を受けにくかった一方、東・
西日本では梅雨前線や湿った空気の影
響を受けやすかった。

●全国的に多照
北日本太平洋側と沖縄・奄美では、前
線の影響を受けにくかった。東日本と
西日本太平洋側では、期間の後半を中
心に太平洋高気圧に覆われやすかった。
沖縄地方と奄美地方では、梅雨明けが
かなり早かった（速報値）。



6月(20日まで)の大気の流れの特徴

500hPa高度と平年偏差 海面気圧と平年偏差

中国東北区は気圧の谷となり負偏差、日本の東海上
中心に正偏差となり、日本付近は西谷となった。ま
た、亜熱帯ジェット気流は日本付近で平年より北寄
りを流れた。これらにより、日本付近は暖かい空気
に覆われやすかった。

hPa

低圧部

中国東北区付近は低圧部となり、日本の北を中心に
負偏差が強かった一方、日本の南海上は正偏差とな
り、太平洋高気圧の西への張り出しが強かった。こ
のため、東・西日本では高気圧の縁辺を回る湿った
空気が流れ込みやすかった。中旬後半には梅雨前線
帯は北上し、前線が不明瞭となった時期もあった。
沖縄・奄美は太平洋高気圧に覆われやすかった。

太平洋
高気圧

m

亜熱帯
ジェット気流

平年の位置
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